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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
は

輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
に
な
ら

れ
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
３
月
11
日
に
東

日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
更
に
9

月
初
め
に
は
台
風
12
号
に
よ
る
記

録
的
な
豪
雨
が
紀
伊
半
島
を
襲
い

ま
し
た
。
か
つ
て
な
い
自
然
災
害

が
相
次
ぎ
、
我
が
国
に
と
っ
て
は

苦
難
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。
本
町

に
お
き
ま
し
て
も
家
屋
の
床
上
、

床
下
浸
水
を
は
じ
め
、
道
路
の
土

砂
崩
れ
や
道
路
冠
水
等
、
深
刻
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
被
害
に
遭

わ
れ
ま
し
た
方
々
に
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
ら
の

災
害
復
旧
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
道
路
、
林
道
、
河
川
、
農
地

と
多
岐
に
わ
た
り
、
で
き
る
だ
け

国
や
県
の
補
助
事
業
と
し
て
復
旧

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
防
災
計
画
の
見
直
し

を
行
う
と
と
も
に
、
行
政
、
消
防

団
、
自
主
防
災
組
織
等
の
連
携
を

更
に
密
に
し
、
災
害
に
対
す
る
備

え
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
地
方
を
取
り
巻
く
状
況

は
依
然
と
し
て
大
変
厳
し
く
、
本

町
に
お
き
ま
し
て
は
少
子
高
齢
化

対
策
を
は
じ
め
、
防
災
対
策
、
雇

用
問
題
、
地
方
分
権
の
推
進
に
伴

う
行
財
政
改
革
な
ど
、
早
急
に
取

り
組
む
べ
き
課
題
も
山
積
し
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
19
年
か

ら
10
年
間
を
見
据
え
て
策
定
い
た

し
ま
し
た
第
1
次
紀
美
野
町
長

期
総
合
計
画
基
本
構
想
に
基
づ

く
、
後
期
５
年
間
の
基
本
計
画
が

本
年
４
月
よ
り
施
行
さ
れ
る
予
定

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
基
本
計
画
案

の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か

じ
め
４
，
０
０
０
人
の
町
民
の
皆

様
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
広
く
ご
意
見
を
頂
き
ま
し

た
。
計
画
案
は
、
町
内
各
団
体
の

役
員
の
皆
様
で
構
成
さ
れ
る
審
議

会
で
慎
重
に
ご
審
議
頂
き
、
昨
年

12
月
に
答
申
を
頂
い
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
現
在
、
製
本
に
向
け
て
作

業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
本
計
画

で
は
、
各
施
策
の
現
況
と
課
題
を

整
理
す
る
と
と
も
に
、
成
果
指
標

を
設
け
、
今
後
5
年
間
で
達
成
す

べ
き
目
標
を
数
値
で
明
確
に
表
し

ま
し
た
。
更
に
、
本
計
画
で
は
施

策
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、

住
民
自
ら
が
主
体
的
に
ま
ち
づ
く

り
に
参
画
し
、
行
政
と
協
働
し
て

取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
を

明
確
に
示
し
て
い
ま
す
。

地
方
分
権
推
進
の
流
れ
の
中
で
、

地
方
自
治
に
対
す
る
期
待
は
ま
す

ま
す
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
本

町
で
は
長
期
総
合
計
画
に
即
し
、

総
合
的
か
つ
計
画
的
な
行
政
の
運

営
を
進
め
、「
夢
と
活
気
の
あ
る

町
」
づ
く
り
を
目
指
し
、
皆
様
と

と
も
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
本

年
も
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

橋梁工事が進む国道370号（樋下地区）
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「空・山・川のふれあいのある
   美しいふるさと」をめざして

進行中の主な平成 23年度事業

現
在
、
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
平

成
23
年
度
事
業
を
見
ま
す
と
、
道

路
関
係
で
は
平
中
通
り
２
号
線
や

柴
目
七
山
バ
イ
パ
ス
線
、
神
野
市

場
福
田
線
、
谷
線
な
ど
町
道
10
路

線
、
林
道
毛
原
下
滝
ノ
川
線
、
ま

た
、
県
道
で
は
岩
出
野
上
線
な
ど

３
路
線
、
国
道
３
７
０
号
（
４
ケ

所
）
で
、
そ
れ
ぞ
れ
新
設
・
改
良

工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

生
活
関
連
事
業
で
は
、
地
区
集

会
所
建
設
２
ケ
所（
山
畑〈
動
木
〉・

毛
原
上
）
を
は
じ
め
、
合
併
処
理

浄
化
槽
の
設
置
（
39
基
）、
地
籍

調
査
事
業
（
鎌
滝
、
上
ケ
井
、
箕

六
地
区
の
各
一
部
）
等
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
石
高
原

登
山
者
用
駐
車
場
の
整
備
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
ソ
フ
ト
事
業
を
含

め
、
新
規
事
業
や
継
続
事
業
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
車
両
の
老
朽
化
に
伴

い
新
た
に
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
を
配
備
し
ま
し
た
。

水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
は
、

管
内
の
地
勢
を
考
慮
し
て
４
ト
ン

級
低
床
型
シ
ャ
ー
シ
を
採
用
し
、

出
来
る
限
り
小
型
化
を
図
り
ま
し

た
。
ま
た
、
消
火
活
動
の
効
果
を

高
め
る
た
め
１
０
０
０
リ
ッ
ト
ル

の
水
槽
付
で
、
圧
縮
空
気
泡
吐
出

装
置
と
キ
ャ
ビ
ン
ル
ー
フ
に
は
簡

易
式
の
照
明
装
置
を
装
備
し
ま
し

た
。消

防
署
で
は
、
町
民
皆
様
方
の

生
命
・
身
体
・
財
産
を
守
る
た
め
、

こ
の
車
両
を
最
大
限
に
活
用
し
て

い
き
ま
す
。

新
た
に
水
槽
付
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
を
配
備
！

完成した町道柴目七山バイパス線（長谷地区）

建設中の毛原上集会所

町道平中通り２号線（動木地区）

生石高原登山者駐車場整備事業（福井地区）

国道370号（小畑地区）

町道神野市場福田線（神野市場地区） 林道毛原下滝ノ川線（滝ノ川地区）
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和
歌
山
県
農
林
水
産
業
賞  

受
賞
!!

高
齢
者
見
守
り
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
で
、

阪
口
僚
さ
ん
が
、
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

会
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

和
歌
山
県
花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
功
労
者

　
　
　
　
　
知
事
感
謝
状 

受
賞
!!

紀
美
野
町
更
生
保
護
女
性
会

昨
年
11
月
23
日
、
田
辺
市
の
県

立
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
Ｂ
ｉ
ｇ
・

Ｕ
で
開
か
れ
た
「
和
歌
山
県
花
を

愛
す
る
県
民
の
集
い
」
に
お
い
て
、

紀
美
野
町
更
生
保
護
女
性
会
（
会

長　

新
谷
垣
内
悦
子
さ
ん　

会
員

67
名
）
に
、
長
年
に
わ
た
る
地
域

の
花
づ
く
り
活
動
に
よ
り
、
花

い
っ
ぱ
い
運
動
の
推
進
に
尽
力
さ

れ
た
功
績
に
対
し
、
知
事
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

同
会
は
、
更
生
保
護
と
青
少
年

非
行
防
止
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

と
し
て
、
地
区
の
公
民
館
や
小
中

農
林
水
産
業
の
振
興
や
農
山
漁

村
の
活
性
化
に
尽
力
さ
れ
、
他
の

模
範
と
な
っ
て
い
る
人
に
贈
ら
れ

る
平
成
23
年
度
「
和
歌
山
県
農
林

水
産
業
賞
」
を
農
業
部
門
で
曲
里

広
一
氏
（
長
谷
）
と
水
産
業
部
門

で
竹
内 

隆
氏
（
神
野
市
場
）
が

そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。  

農
業
士
で
も
あ
る
曲
里
氏
は
、

高
品
質
果
実
の
生
産
技
術
の
普
及

や
青
年
農
業
者
の
育
成
指
導
に
尽

く
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
竹
内
氏

は
貴
志
川
漁
業
協
同
組
合
長
を
務

中
学
生
に
よ
る
「
税
に
つ
い
て

の
作
文
」
で
、
美
里
中
学
校
３
年

生
の
阪
口
僚
さ
ん
が
見
事
全
国
納

税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞
を
受

賞
さ
れ
、
去
る
11
月
15
日
海
南
商

工
会
議
所
で
開
催
さ
れ
た
納
税
表

彰
式
に
お
い
て
優
秀
作
品
と
し
て

の
朗
読
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

税
に
つ
い
て
の
作
文
は
、
将
来

を
担
う
中
学
生
の
皆
さ
ん
が
、
身

近
に
感
じ
た
税
に
関
す
る
こ
と
、

学
校
で
学
ん
だ
税
に
関
す
る
こ
と
、

テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
知
っ
た
税

の
話
な
ど
を
題
材
と
し
た
作
文
を

書
く
こ
と
で
、
税
に
つ
い
て
関
心

を
持
ち
、
正
し
い
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
と
い
う
趣
旨
で
、
毎
年

国
税
庁
と
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
が
共
催
で
実
施
し
て
い
る
も

の
で
す
。

平成23年度

紀
美
野
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、

紀
美
野
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
紀

美
野
町
は
、
高
齢
者
見
守
り
事
業

に
関
し
、
平
成
23
年
12
月
8
日
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
皆
様
に
よ
り

実
施
さ
れ
て
い
る
友
愛
訪
問
を
、

3
者
が
協
力
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
く
た
め
の
取
り
決
め
で
す
。
友

愛
訪
問
が
、
よ
り
細
か
く
よ
り
広

く
よ
り
活
発
に
行
わ
れ
、
様
々
な

地
域
の
力
や
行
政
や
社
協
等
の
関

係
機
関
と
相
ま
っ
て
、
高
齢
者
の

皆
様
が
よ
り
安
心
し
て
生
活
で
き

る
地
域
を
作
り
上
げ
て
い
く
た
め

の
大
き
な
力
と
な
る
よ
う
願
っ
て

い
ま
す
。（
友
愛
訪
問
：
老
人
ク

ラ
ブ
の
会
員
の
皆
様
が
、
地
域
の

独
り
暮
ら
し
や
、
閉
じ
こ
も
り
が

ち
な
高
齢
者
の
皆
様
を
お
訪
ね
し

ま
す
。）

め
ら
れ
、
毎
年
、
保
育
園
児
を
対

象
に
し
た
「
ア
ユ
の
つ
か
み
取
り

大
会
」
を
開
催
す
る
な
ど
の
体
験

学
習
や
河
川
環
境
の
保
全
の
啓
発

等
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。　

こ
の
度
の
受
賞
を
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

学
校
な
ど
に
四
季
折
々
の
花
を
植

栽
し
た
特
製
プ
ラ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、
環
境
美
化
に
努
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
度
の
受
賞
を
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

写真左より栃谷老連会長（社協副会長）、
寺本町長（社協会長）、下野尻老連副会長

仁
坂
知
事
か
ら
表
彰
を
受
け
る
副
会
長
の
森
田

佳
子
さ
ん
（
写
真
：
後
方
）
と
同  

宮
本
由
紀

子
さ
ん

曲  里  広  一  氏竹  内　  　隆  氏

阪口　僚さん
（美里中学校３年）
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今
、
事
故
防
止
の
注
意
点
な
ど
説

明
を
受
け
た
後
、
歌
と
体
操
を
交

え
た
運
動
を
行
っ
た
ほ
か
、
高
齢

者
向
け
の
交
通
安
全
啓
発
ビ
デ
オ

を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
会
員
ら
は
、
夜
間
の

歩
行
時
に
お
け
る
反
射
材
活
用
や

無
理
な
道
路
横
断
を
し
な
い
な
ど

改
め
て
学
び
ま
し
た
。

町
内
３
小
学
校
で
11
月
30
日
～

12
月
２
日
に
、
カ
ル
テ
ッ
ト
Ｎ
Ｋ

Ｂ
を
招
い
て
の
演
奏
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
公
共
ホ
ー
ル

音
楽
活
性
化
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
･

フ
ォ
ー
ラ
ム
事
業
の
一
環
と
し
て

行
わ
れ
た
も
の
で
、
児
童
た
ち
は
、

室
内
に
響
き
わ
た
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
、
チ
ェ
ロ
、
ヴ
ィ
オ
ラ
の
美
し

老
人
ク
ラ
ブ

交
通
安
全
教
室
を
実
施

～
吉
野
・
上
神
野
～

老
人
ク
ラ
ブ
交
通
安
全
教
室
が

10
月
28
日
に
吉
野
地
区
で
、
ま
た
、

12
月
１
日
に
は
上
神
野
地
区
で
、

海
南
警
察
署
交
通
課
の
ご
協
力
を

得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
高
齢
者

の
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
る
昨

果
た
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
、
丸

囲
み
数
字
は
区
間
順
位
）

女
子
３
位 

１
区　

山
本
紗
矢
香
（
２
年
）
③

２
区　

髙
木
彩
雪
莉
（
３
年
）

３
区　

中
谷　

亜
湖
（
２
年
）
②

４
区　

赤
阪　

怜
美
（
１
年
）
①

５
区　

前
中　
　

歩 （
３
年
）

男
子
４
位 

１
区　

池
原　

悠
葵
（
３
年
）

２
区　

岡
裏　

敦
紀
（
３
年
）

３
区　

松
場　

裕
紀
（
３
年
）
②

４
区　

林　
　

紘
杜
（
３
年
）

５
区　

唐
門　
　

佑
（
３
年
）

６
区　

前
久
保
雄
貴
（
１
年
）
③

謹
ん
で
年
始
の
ご
挨
拶
を
申
し

述
べ
ま
す
。

き
み
の
定
住
を
支
援
す
る
会
で

は
、
平
成
18
年
度
よ
り
都
会
か
ら

移
住
さ
れ
る
方
の
支
援
を
進
め
て

お
り
ま
す
。

現
在
、
紀
美
野
町
で
の
喫
緊
の

い
音
色
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
12
月
生
ま
れ
の
児

童
の
た
め
に
、「
H
a
p
p
y 

B
i
r
t
h
d
a
y
」
の
演
奏
が

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
ほ
か
、
児
童

た
ち
が
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
や
ウ
ィ

ン
ド
チ
ャ
イ
ム
、
鈴
な
ど
で
効
果

音
を
出
し
て
、
夜
想
曲
の
演
奏
に

合
わ
せ
、
夜
の
森
を
表
現
し
て
い

ま
し
た
。

そ
し
て
、
最
後
に
演
奏
に
合
わ

し
て
、児
童
全
員
が
「
ビ
リ
ー
ブ
」

を
合
唱
し
ま
し
た
。

ま
た
、
12
月
３
日
に
は
カ
ル

テ
ッ
ト
Ｎ
Ｋ
Ｂ
に
よ
る
「
ふ
れ
あ

い
コ
ン
サ
ー
ト
（
第
19
回
町
民
大

学
講
座
）」
が
中
央
公
民
館
で
開

か
れ
、
町
民
約
１
４
０
人
が
弦
楽

四
重
奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。

県
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
が
11

月
20
日
（
日
）、
昨
年
に
引
き
続

い
て
農
村
総
合
セ
ン
タ
ー
周
辺

コ
ー
ス
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の

大
会
に
は
男
女
と
も
45
校
が
出
場
。

男
子
６
区
間
18
㎞
、
女
子
５
区
間

12
㎞
で
、
選
手
た
ち
は
沿
道
か
ら

の
声
援
を
受
け
な
が
ら
力
走
し
、

タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
野
上
中
学
校
女
子
が

３
位
と
健
闘
し
、
男
子
も
４
位
入

賞
し
、
と
も
に
近
畿
大
会
出
場
を

課
題
は
や
は
り
過
疎
化
、
少
子
高

齢
化
と
い
っ
た
マ
ン
パ
ワ
ー
の
衰

退
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ

を
食
い
止
め
る
ひ
と
つ
の
方
法
が

定
住
支
援
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。今

年
度
も
地
域
の
方
々
の
ご
支

援
に
よ
り
、
９
組
の
方
が
定
住
に

結
び
つ
き
ま
し
た
。

近
況
と
い
た
し
ま
し
て
、
震
災

以
降
、
関
東
か
ら
移
住
を
考
え
て

の
問
合
せ
が
増
え
て
き
て
い
る
こ

と
、
ま
た
耕
作
放
棄
地
で
植
木
を

栽
培
し
、
地
域
の
農
地
活
用
に
勤

し
ん
で
く
れ
て
い
る
定
住
者
も
増

え
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
こ
れ

か
ら
も
努
力
を
重
ね
活
動
を
す
す

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

本
年
も
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

き
み
の
定
住
を
支
援
す
る
会

　
　

理
事
長　

平　

井　

二　

嗣

き
み
の
定
住
を

　
支
援
す
る
会
だ
よ
り

ク
ラ
シ
ッ
ク
演
奏
会

開
か
れ
る
!!町

内
の
小
学
校
で

野
上
中
学
校

女
子
３
位
と
健
闘
!!

　
　
男
子
も
４
位
入
賞

県
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会

上神野地区で行われた交通安全教室
（自然体験世代交流センター）

３位でゴールする前中　歩選手

３年生を対象に行われた演奏会
（12 月２日・野上小学校）

きみの定住を支援する会集合写真
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平成23年度衛生カレンダーをご覧下さい。

子育て支援センターからのお知らせ
■保育所開放のご案内〈お申込みは、各保育所まで〉
　○野上第１保育所：1月23日（月）　℡489-2144
　○野上第２保育所：1月17日（火）　℡489-4953
　○毛 原 保 育 所：1月11日（水）・25日（水）　℡499-0131
■遊びの教室のご案内〈お申込みは、支援センター ℡ 489 － 2144 まで〉
　※留守の場合は、野上第1保育所
　○コアラ　　　1月13日（金）9：30〜 11：30　総合福祉センター（クッキング）
　○カンガルー　1月25日（水）9：30〜 11：00　総合福祉センター
　なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申込みよろしくお願いします。
■子育て支援センター・自然体験世代交流センター開放、育児相談のお知らせ
親子、友達との遊び場として、ご活用下さい。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
【子育て支援センター】動木156（℡489－ 2144）
	 毎週月曜日（9:00～ 11:30・14:00～ 16:30）第1,3,5 週の木曜日（9:00～ 11:30）
【自然体験世代交流センター】鎌滝636（℡495－ 3127）毎月第2,4 週の木曜日（9:30～ 11:30）
【育児相談】センター開放日と同じ日・時で行います。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　　　　　　※子育てに関する悩み等、個別に面接・電話・訪問相談を行います。
　【栄養相談】　・1月12日（木）　9：30〜 11：30　自然体験世代交流センター	 	
　　　　　　　・1月23日（月）　9：00〜 11：30　子育て支援センター（野上第1保育所）

献血にご協力
お願いします

1月 16日（月）　10：00〜 12：00紀美野町役場美里支所　13：30〜 16：00紀美野町役場本庁
※その日の健康状態や服薬等により、献血できない場合があります。

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

健 康 相 談 健康診断書の作成
一般健康相談

1月23日（月）　14：00〜 16：00
※第2月曜日は祝日によりお休みです。

エ イ ズ 検 査 エイズ検査の結果は、2週間後本人に口頭によりお知
らせします。

1月23日（月）　14：00〜 16：00
※第2月曜日は祝日によりお休みです。

検 便 1月23日（月）　14：00〜 16：00
※第2月曜日は祝日によりお休みです。

こ こ ろ の
健 康 相 談

心の健康上、不安をもつ方及び家族
※精神科医師が相談に応じます。
※他の日は精神保健福祉相談員が相談 に応じます。

1月　5日（木）　14：00〜
1月11日（水）　  9：00〜
1月25日（水）　13：30〜
※　予約制です。

骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための
血液検査と登録手続きを行います。

1月23日（月）　15：00〜 16：00
※第2月曜日は祝日によりお休みです。
※　予約制です。

医療安全相談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日〜金曜日　    9：00〜 17：00
問い合わせ、申し込みは、海南保健所まで	 	 海南市大野中９３９　（℡  ４８２－０６００）

健　康　相　談　の　お　知　ら　せ
【場　所】 総合福祉センター
【と　き】 毎週水曜日　4 日、11 日、18 日，25 日
【時　間】 午前９時～ 11 時
【対象者】 住民すべての方
【内　容】 健康に関することすべて
　　　　・乳幼児の相談　・離乳食の相談
　　　　・健診結果の相談　等

各種健診結果を説明します。自分の健康状態を知り、
今後のよりよい生活につなげましょう。生活改善に関心
のある方は、保健師、栄養士が相談に応じますので、お
気軽にお問い合わせください。

★母子健康手帳・健康手帳・健康管理ファイルをお持ちの方
は、必ず持ってきてください。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定も
おこないます。

問い合わせ：保健福祉課（℡４８９－９９６０）

●虐待予防に関する相談窓口　　　　　　　　　　　　　　　　地域包括支援センター（保健福祉課）
〔連絡先〕平日（8：30 ～ 17：15）℡４８９－９９６０（直通）　 休日・夜間（17：15 以降）℡４８９－２４３０
〔場　所〕紀美野町下佐 1々408-4  紀美野町総合福祉センター内　〔メール〕houkatu@town.kimino.lg.jp

『トリプルP ～前向き子育てプログラム～』
講演会のお知らせ

「子育てってたいへん……」　「こんな悩みは私だけ？」
子育て中の皆さん、子どもとの関わり方でお悩みはありませ
んか？
そんな誰もが持っている子育ての悩みについて、ちょっとし
た方法や技術を学ぶことで、子どもとの関わりを良い方向に
変えることができます。
■日　時：平成24年１月22日（日）午後１時～３時
■講　師：家本めぐみ氏（トリプルP認定ファシリテーター）
■会　場：海南市保健福祉センター（海南市日方1519-10）
■定　員：100名程度（先着順）
　※海南市と共催となっております。
■参加費：無料
■申し込み方法：電話にて、下記までお申し込み下さい。
　保健福祉課　℡ ４８９－９９６０

保健センターだより
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障がい者巡回相談のお知らせ
海南市・紀美野町から委託をしている指定相談支援事業所による巡回相談を下記のとおり実施します。
「障害福祉に関する制度を知りたい」「サービスの利用の仕方がわからない」など、障がいのある人や保護者、介護者などか
らのさまざまな相談に応じ、必要な情報の提供や権利擁護のための必要な援助などを行います。
巡回相談は、原則予約となりますので、直接事業所に連絡してください。（家庭訪問も行います。）
なお、巡回相談日以外でも相談に応じていますので、下記事業所までご連絡ください。

対象者 月日・場所・時間 予　約　先

精神障がいの方・
家族の方

1月10日（火）
美　里　支　所 　9時30分～正午
総合福祉センター　13時30分～16時

●野上厚生病院内相談支援事業所　 ℡ 489-2908
●和歌山県福祉事業団海草圏域
　障害児者相談支援事業所「らん」　℡ 494-3539

身体障がいや
知的障がいの方・
家族の方

1月18日（水）
美　里　支　所 　9時30分～正午
総合福祉センター　13時30分～16時

●療育センターＡ
あ お い
ＯＩ  ℡ 483-0454

●和歌山県福祉事業団海草圏域
　障害児者相談支援事業所「らん」　℡ 494-3539

健康づくりコーナー 【問い合わせ・申し込み先】
保健福祉課（総合福祉センター）　℡ 489-9960

ノロウイルスによる感染症、食中毒を予防しましょう

今回は、病気を克服されて
地域の活動を積極的に行われ
ている大和公明さんを紹介し
ます。
大和さんは、長谷宮にお
住まいの79歳の男性です。
「61歳頃心筋梗塞になり、2
か月入院しましたが、幸い後
遺症は残らずに済みました。
また、73歳の12月に胃潰瘍
の手術をしましたが、すぐ再
手術が必要になり翌年1月いっぱい入院していました。親
指ほどしか胃が残っていませんが、間食せず食べ過ぎに
気を付けていれば、茶碗に１杯半食べても大丈夫で、お
酒も飲めます。」今も、胃の検査や服薬のため定期的に受
診していますが、体はどこも悪くないということです。
日課は、「夜７時には床に就き、午前４時頃には目覚め、
４時半からテレビのニュースを見たりしています。朝食
は６時半に起きて食べます。」大和さんの一番の楽しみは、
朝食後野菜畑を見て廻ることです。野菜や豆は全く農薬を

使わず、米の消毒も最小限にしているので、今年の白菜
は虫が多くて出荷することができない程だったそうです。
「味噌や梅干しや紫蘇や生姜も自家製で、特に赤紫蘇は店
で買った種ではなく、明治時代から家にできている種を
使うため、他より匂いが強いです。特に自家製のお茶と
紫蘇を使って作る紫蘇茶は香りが良く、毎日飲んでいま
す。」
食事についてお聞きしたところ、「加工品は食べません。

野菜は何でも食べますが、肉はほとんど食べません。魚
は刺身も食べますが、頭のついたまま食べられる目刺し
などが好きです。」
役場を退職後、森林組合へ勤めながら民生委員の活動

を19年間務められています。インタビューの日には、サ
ロンの皆さんと
一緒に長谷宮に
奉納する注連縄
作りに励まれて
いました。
最後に、「家

内と一緒に地域
のためにがん
ばっていこうと
思う」と笑顔で
話されました。

冬場を中心に流行しています。非常に強い感染力で人から
人に感染します。

○症状について
　　おう吐、下痢、腹痛、軽い発熱が数日続いた後、回復す
るが、便からはウイルスが１週間から１か月排泄されま
す。乳幼児や高齢者など抵抗力の弱い方が感染すると重
症化することがあります。

○感染経路について（ウイルスは口から入って感染します）
例）ウイルスに汚染された牡蠣などの二枚貝を生または十
分加熱せずに食べた。感染者の便やおう吐物に触れた。
感染者が取り扱った食品を食べた。

○予防対策について
①手洗いを徹底しましょう。
②便やおう吐物の処理は使い捨てマスクや手袋を使用し、
直接触らないようにしましょう。汚染された場所は消毒
しましょう。

③食品は十分加熱しましょう。調理器具は消毒しましょう。
※消毒は塩素系漂白剤が有効です。
ノロウイルスには特効薬や予防ワクチンはありません。
発症または感染の疑いのあるときは、自己判断せず、すぐ

に受診してください。
下痢やおう吐のある方は食品を取り扱わないようにしま

しょう。

マイコプラズマ肺炎が流行しています
　肺炎マイコプラズマという細菌に感染して起こる呼吸器感染症で、今年の夏ごろから患者数が増加しています。
患者の80%は14歳以下で、発熱、倦怠感、頭痛、咳が見られます。咳は熱が下がった後も長期（3〜4週間）にわたって続
くのが特徴です。重症化することもありますので、長引く咳などの症状のある方は受診しましょう。
　感染経路は風邪やインフルエンザと同様ですので、手洗いを行い、症状のある方はマスクを使用するなど咳エチケットを心
掛けてください。

健康実践インタビュー
（第19回　大和公明さん）　平成23年12月８日



毎
月
11
日
か
ら
25
日
の
間
に
か

け
て
古
く
な
っ
て
い
る
水
道
メ
ー

タ
ー
の
無
料
交
換
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。交

換
に
は
、
町
指
定
の
施
工
業

者
が
、「
水
道
メ
ー
タ
ー
交
換
の

お
知
ら
せ
」
を
持
参
の
上
、
お
伺

い
し
ま
す
。
尚
、
お
留
守
の
場
合

で
も
作
業
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

交
換
し
や
す
い
よ
う
、
水
道

メ
ー
タ
ー
の
上
に
物
を
置
か
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

作
業
員
は
、
水
道
課
発
行
の
交

換
作
業
従
事
者
証
を
携
帯
し
て
い

ま
す
の
で
、
不
審
に
思
わ
れ
る
と

き
は
、
提
示
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

※
交
換
後
の
お
願
い

交
換
作
業
は
、
細
心
の
注
意
を

払
っ
て
行
い
ま
す
が
、
ま
れ
に
空

気
が
入
る
こ
と
や
若
干
の
濁
り
水

が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

交
換
作
業
後
は
、
水
を
使
用
す
る

前
に
浄
水
器
・
混
合
水
栓
等
が
つ

い
て
い
な
い
蛇
口
を
開
け
て
、
水

道
管
内
の
空
気
や
水
を
流
し
て
く

だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
水
道
課
（
℡ 

４
８
９
―
２
４
７
４
）
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。

所
得
税
は
源
泉
徴
収
し
て
い
る

け
れ
ど
個
人
住
民
税
は
徴
収
し
て

い
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
法
令
等
の
定
め
に
よ
り
、

給
与
を
支
払
う
事
業
者
は
、
原
則

と
し
て
特
別
徴
収
義
務
者
と
し
て

個
人
住
民
税
を
特
別
徴
収
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
事
業
者
や
従
業
員
の
意
思
で「
特

別
徴
収
」
か
「
普
通
徴
収
」
か
を

選
択
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。）

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と
は
、

給
与
支
払
者
が
、
所
得
税
の
源
泉

徴
収
と
同
様
に
、
毎
月
、
従
業
員

に
支
払
う
給
与
か
ら
個
人
住
民

税
（
町
民
税
と
県
民
税
）
を
徴
収

し
、
納
入
し
て
い
た
だ
く
制
度
で

す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
税
務
課
（
℡　

４
８
９
―
５
９
０
５
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
手
当
は
、
次
代
の
社
会

を
担
う
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち

を
応
援
す
る
と
い
う
趣
旨
の
も
と

に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

℡
４
８
９
―
９
９
６
０

児
童
扶
養
手
当
と
は
、
父
母
の

離
婚
や
死
亡
な
ど
に
よ
り
父
ま
た

は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な

い
児
童
に
つ
い
て
手
当
を
支
給
す

る
制
度
で
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
の

生
活
の
安
定
と
自
立
を
助
け
、
児

童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

℡
４
８
９
―
９
９
６
０

20
歳
未
満
で
身
体
や
知
的
ま
た

は
精
神
に
中
程
度
以
上
の
障
害
も

し
く
は
、
長
期
に
わ
た
る
安
静
を

必
要
と
す
る
病
状
に
あ
る
児
童
を

監
護
し
て
い
る
父
も
し
く
は
母
、

ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
る

手
当
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

℡
４
８
９
―
９
９
６
０
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従
業
員
の
個
人
住
民
税
の
特

別
徴
収
を
実
施
し
て
い
な
い

事
業
者
の
方
へ

児
童
扶
養
手
当
制
度
に

つ
い
て

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度
に

つ
い
て

子
ど
も
手
当
制
度
に
つ
い
て

水
道
メ
ー
タ
ー
交
換
の

お
知
ら
せ

20歳を迎えると、様々な権利とともに義務も生ま
れます。国民年金に加入することもそのひとつです。

日本年金機構から、20歳の国民年金加入書類が郵
送されます、手続きは誕生日の前日以後に行ってくだ
さい。（資格取得日が、20歳の誕生日前日のため）

国民年金は、日本に住んでいる20歳から60歳ま
でのすべての人が加入して、やがて誰にも訪れる老後
の所得保障だけでなく、障害や死亡といった不慮の事
故などにより生活の安定が損なわれることのないよう、
みんなで前もって保険料を出し合いお互いを支え合う
制度です。
加入の手続きや保険料の納め忘れがあると年金が受
け取れないこともありますので、「あのときに…」と
後悔しないよう、国民年金の加入手続きをしましょう。
なお、学生の方や収入が少なく保険料の納付が困難
な方の場合は、「学生納付特例」や「若年者納付猶予」

など保険料の支払いを猶予する制度がありますので、
年金事務所または役場で国民年金の加入手続きと併せ
て申請してください。

【 年金手帳は大切に保管しましょう 】
公的年金制度では、すべての年金制度に共通して使

用される基礎年金番号が用いられています。
国民年金や厚生年金に加入すると基礎年金番号が記

載された年金手帳が交付され、ひとりが一つの基礎年
金番号で管理されます。
年金手帳は、年金に関する手続きの際に必要となり

ますので、大切に保管してください。

【問い合わせ】
紀美野町役場・住民課　℡ 489-5903
美里支所・住民室　　　℡ 495-3464

20歳になったら『 国　民　年　金 』



固
定
資
産
税
に
係
る
届
け

出
を
お
願
い
し
ま
す

固
定
資
産
税
は
毎
年
１
月
１
日

の
現
況
等
に
よ
り
所
有
者
に
課
税

さ
れ
ま
す
。

平
成
23
年
１
月
２
日
か
ら
平
成

24
年
１
月
１
日
ま
で
の
間
に
、
次

の
よ
う
に
変
更
の
あ
る
方
は
す
み

や
か
に
届
出
て
く
だ
さ
い
。

①
土
地
の
利
用
状
況
・
利
用
目
的

を
変
え
た
方
で
、
地
目
変
更
登

記
等
を
さ
れ
て
い
な
い
方

②
家
屋
を
取
り
こ
わ
さ
れ
た
方

③
新
築
・
増
築
さ
れ
た
方
で
、
家

屋
の
評
価
に
お
伺
い
し
て
い
な

い
方

④
売
買
や
相
続
等
に
よ
り
未
登
記

家
屋
の
所
有
者
が
変
更
さ
れ
た

方消
費
者
問
題
の
相
談
に
つ

い
て

消
費
生
活
に
関
わ
る
問
い
合
わ

せ
・
苦
情
相
談
に
つ
い
て
、
消
費

生
活
相
談
員
に
よ
る
問
題
解
決
の

た
め
の
助
言
・
あ
っ
せ
ん
・
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
人
で

悩
ま
ず
一
度
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

（
毎
月
第
２
・
３
・
４
木
曜
日
午
後

１
時
〜
４
時
）

１
月
の
相
談
日

■
１
月
19
日
（
木
）　

紀
美
野
町

　

中
央
公
民
館
２
階
会
議
室

■
１
月
12
日
・
26
日
（
木
）

　

海
南
市
海
南
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
１
階
第
１
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課

　
（
℡
４
８
９
―
５
９
１
２
）

平
成
23
年
度
障
害
者
福
祉

地
域
啓
発
事
業
の
開
催

「
レ
ッ
ツ
ト
ラ
イ
！

　
　
　
　
　
音
楽
療
法
」

楽
し
い
音
楽
は
、
人
と
人
と
の

絆
を
つ
な
げ
る
架
け
橋
で
す
。
地

域
福
祉
の
第
一
線
で
障
害
を
持
つ

方
々
の
支
援
を
行
う
一
方
で
、
県

内
各
地
で
音
楽
療
法
士
と
し
て
の

活
躍
を
さ
れ
て
い
る
橋
上
慶
一
先

生
と
尾
﨑
亮
介
先
生
（
美
熊
野
福

祉
会
）
を
迎
え
、
音
楽
療
法
を
通

じ
て
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　

平
成
24
年
２
月
18
日
（
土
）

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所

　

海
南
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
視
聴

覚
教
室

　

海
南
市
下
津
町
下
津
５
０
０
―

１
■
内
容

講
師
の
楽
器
演
奏
の
後
、
ひ
と

り
ひ
と
り
が
楽
器
等
に
触
れ
て
、

講
師
が
導
く
演
奏
に
参
加
す
る
こ

と
で
音
楽
の
楽
し
さ
を
分
か
ち
合

う
。（
福
祉
作
業
所
の
自
主
製
品

の
販
売
等
も
あ
り
ま
す
。）

参
加
申
込
み
が
必
要
で
す
。
平

成
24
年
２
月
１
日
（
水
）
ま
で
に
、

お
電
話
ま
た
は
F
A
X
に
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

参
加
定
員
は
60
名
で
す
。
定
員

と
な
り
次
第
、
申
し
込
み
を
し
め

き
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
予

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。　

な
お
、
手
話
通
訳
が
必
要
な
方

は
「
手
話
通
訳
希
望
」
と
、
ま
た
、

要
約
筆
記
が
必
要
な
方
は
「
要
約

筆
記
希
望
」
と
、
申
し
込
み
の
際

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。　

■
℡　

４
８
２
―
０
６
０
０

　

Fax　

４
８
２
―
３
７
８
６

■
海
草
振
興
局
健
康
福
祉
部

　

保
健
福
祉
課

「
生
き
る
底
力
」
〜
自
殺
を

防
止
す
る
為
に
〜
演
劇
と
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ご
案
内

■
日
時

　

平
成
24
年
２
月
５
日
（
日
）

　

13
時
～
16
時
（
受
付
12
時
～
）

■
場
所

　

紀
美
野
町
文
化
セ
ン
タ
ー

　
（
紀
美
野
町
神
野
市
場
２
１
８
）

■
内
容　

教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

主
催　

り
ら
創
造
芸
術
高
等
専

　
　
　

修
学
校

　
「
生
き
る
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

演
劇

　

企
画　

和
歌
山
県

　

制
作　

り
ら
創
造
芸
術
学
園

　

出
演　

り
ら
創
造
芸
術
高
等
専

　
　
　
　

修
学
校
生
徒

■
参
加
費　

無　

料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

海
南
保
健
所　

　

℡
４
８
２
―
０
６
０
０

　

担
当　

吉
岡

2012.19

償却資産（固定資産税）の申告は平成24年１月31日（火）までに
　１月１日に紀美野町に償却資産をお持ちの方は、税務課まで申告書を提出してください。
　なお、新たに事業を始められた方や申告用紙をお持ちでない方は、お申し出ください。

償却資産とは
　会社や個人で工場や商店などを経営されている方が、その事業のために用いることができる土地・家屋以外の
資産（機械・器具・備品など）をいいます。

償却資産の例

飲　食　店 理容業・美容業 工　　　場 医院・歯科医院

接客用家具・備品、厨房設備、
テレビ、カラオケセット、自
動販売機など

理・美容椅子、洗面設備、 タ
オル蒸器など

各種製造設備（施盤、金型、
プレス機など）、受変電設備、
構内舗装など

各種医療機器（ベッド、手術
台、Ⅹ線装置など）、各種キャ
ビネットなど

ガソリンスタンド 建　設　業 小　売　店 農　　　業

オイルチェンジャー、洗車機、
ガソリン計量器、照明設備な
ど

ブルドーザー、ポンプ、ポー
タブル発電機、パワーショベ
ルなど

商品陳列ケース、陳列棚、自
動販売機、冷蔵庫など

ビニールハウス、電動機、ボ
イラー、歩行型トラクターな
ど

お問い合わせは、税務課（℡４８９－５９０５）へ

お忘れなく
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　経済センサス-活動調査は、統計法に基づいた基幹統計調査であり、我が国の全産業分野における事業所及び企業の
経済活動の実態を全国的及び地域別に明らかにするとともに、各種統計調査の基礎となる情報の整備を図ることを目的
としています。

●調査期日	 平成24年2月1日現在
●調査対象	 全国すべての事業所及び企業
●調査項目	 従業員数など基本的な項目のほか、売上高や費用の経理事項を記入していただきます。
　　　　　　（※統計法により、調査内容についての秘密は厳守されます。）
●調査方法	 支社等のない事業所には、平成24年1月末までに和歌山県知事が任命する調査員が

直接伺い、調査票をお配りします。また、2月1日以降で調査員が回収に伺います。
　　　　　　支社等を有する企業には、民間事業者を通じて郵送で調査します。

※　毎年、年末に実施している工業統計調査は、
　経済センサス-活動調査の中で調査事項を把　　　　　　　　　　【問い合わせ】
　握しますので、平成23年は中止します。　　　　　　　　　　　紀美野町企画管財課（℡ ４８９－５９１３）

平成24年経済センサス-活動調査を実施します

平成24年度
紀美野町立学童保育所　入所受付
■入所資格	 平成24年4月1日現在、町内在住の小学1

年生から3年生までの児童で、昼間保護者
（家族を含む）が家庭においてお子さんの
保護に当たれない場合に対象となります。

■入所期間	 平成24年4月1日～平成25年3月31日
	 ※土曜・日曜・祝日・夏期（8月13日～

16日）・年末年始（12月29日～ 1月4
日）は休所とします。

■開設場所	 ○野上学童保育所（定員35名）
	 　動木１４４５番地（野上小学校内）
	 ○下神野学童保育所（定員20名）
	 　神野市場２１７番地（文化センター内）
■開設時間	 ・放課後～午後６時
	 ・学校休業日（土曜・日曜・祝日は除く）は、

午前８時～午後６時
■保　育　料	 月額5,000円（但し、長期休暇中は別料金。

生活保護・準要保護世帯、同一世帯第２子
以降は減免措置があります。保育料以外の
諸経費については、入所案内書類で確認し
てください。）

■申込方法　入所を希望する保護者は、所定の入所申請
書に必要事項を記入後、勤務等証明書・所
得証明書を添付の上、教育委員会総務学事
課（役場本庁２階）または、学事生涯学習
室（文化センター）に提出してください。
なお、入所申請書一式は、上記申込先及び
野上学童保育所に備え付けています。また、
紀美野町役場ホームページからもダウン
ロードできますので、ダウンロード後印刷
し、ご記入下さい。

■提出期間　平成24年２月１日（水）～２月17日（金）
■そ　の　他	 ・今年度に入所している児童で、来年度も

引き続き入所を希望される方も改めて入
所申請書を提出してください。

	 ・各学童保育所には定員があるため、入所
申請内容を審査のうえ、面接等行い、家
庭状況を考慮して、入所者の選定を行い
ます。（入所審査のため入所が、遅くな
ることがあります。）

	 ・所得証明書（平成23年度（22年分））
が必要になります。

問合せ先　教育委員会　総務学事課　℡489-5909

紀美野町臨時職員募集について
募集の内容は次のとおりです。
■業務内容	 保育士業務
■賃　　金	 日額5,500円　社会保険加入（昇給、賞

与及び退職金：無し）
■勤務場所	 紀美野町内保育所
■募集人員	 ４名
■雇用条件	 保育士資格をお持ちの方
■雇用期間	 平成24年4月～平成24年9月（更新する

ことがあります。）
■勤務時間	 原則として　月曜日～金曜日　午前7時

15分～午後6時30分のうち昼休憩をはさ
んで7時間45分

■休　　日	 毎週土・日曜日・国民の休日
■選考方法	 面接試験
■試　験　日	 平成24年1月24日（火）午前9時
■試験場所	 紀美野町総合福祉センター
■申込方法　履歴書（写真添付）1通と資格免許の写し
　及び締切　を持参の上、平成24年1月16日(月）まで
	 に下記へお申し込みください。（郵送可、

1月16日必着）
■申　込　先	 紀美野町保健福祉課（紀美野町総合福祉セ

ンター内）
	 〒640-1121 紀美野町下佐々1408-4
	 ℡ 073-489-9960
	 （受付は月～金曜日の午前8時30分～午後

5時15分）

職業訓練生の募集
就職に有利な専門的知識や技能を習得します。
■募集訓練科	・テクニカルオペレーション科（保全コース）
	 ・ビル管理科
■訓練期間	 平成24年3月２日 (金)  ～ ８月30日 (木)
■募集期間	 平成24年1月６日 (金)  ～ ２月3日 (金)
■受 講 料	 無料（但し、テキスト代等は自己負担）
■問い合わせ
	 独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援

機構　和歌山職業訓練支援センター
	 ℡０７３（４６１）１５３２

調査への回答を
お願いします。
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平成24・25年度　海南海草老人
福祉施設事務組合入札参加資格審
査申請の受付について
海南海草老人福祉施設事務組合が発注する物品の製造・

販売等の入札に参加される方は下記内容を熟読のうえ、必
ず期限までに申請書及び必要書類を提出してください。
１．提出先及び問い合わせ先
〒640-1121  和歌山県海草郡紀美野町下佐々1408-7
	 海南海草老人福祉施設事務組合
	 事務局　073-489-3631
	 URL　http://www.yasuragien.com/
２．申請書宛名　管理者　寺本　光嘉
３．受付期間	 平成24年2月1日から平成24年2月29日

まで、但し、日曜日・土曜日及び祝日・休
業日は除く 午前8時30分から午後5時ま
での間、但し、正午から午後1時までは除く。

４．有効期間	 2年間（提出年度含む）
５．提出書類	 下記を参照のこと
６．提出方法	 持参及び郵送(当日消印有効)でも可

提出を必要とする書類
●入札参加資格審査申請書●営業所一覧●委任状（営業所
等での入札参加の場合 )●印鑑証明書（写）●使用印鑑届
●納税証明書※「市町村税」と国税「消費税及び地方消費税」
及び「法人税」 ( 個人は所得税 ) 分とする。※直近1箇年
分とする。※写し可●商業登記簿謄本の写し（法人）又は
住民票の写し（個人）●営業許可証明書又は登録証明書（写）
（営業に必要な場合に限る )

平成24・25年度　国民健康保険
野上厚生病院組合　入札参加資格
登録申請書提出等について
　平成24・25年度において国民健康保険野上厚生病院
組合が発注する物品の購入、修繕、業務委託及び建設工事、
測量建設コンサルタント等についての入札等に参加を希望
される方は、下記期限までに別紙資格登録申請書を提出し
て下さい。

記
1、提出期限
　平成24年1月4日（水）から平成24年2月10日（金）
まで　午前9時から午後5時まで（但し、祝祭日、土・
日曜日は除く）
＊登録申請用紙は、当病院　庶務課での配布の他、国保
野上厚生総合病院ホームページよりダウンロードでき
ます。

２、提出方法　　持参又は郵送（最終日の消印有効）
３、申請書宛名
　国民健康保険野上厚生病院組合　管理者　寺本光嘉
４、提出書類
＊物品購入等入札参加資格登録申請書　1部
＊希望する資格の種類表（希望する業種に○を記入）
＊納税証明書（直近　消費税、法人税等）1部（コピー可）
＊建設、測量、コンサルタント業においては国土交通省
統一様式添付のこと。

５、入札参加資格の有効期間（2年間）
　平成24年4月1日から平成26年3月31日まで。
　尚、登録は2年間有効としていますので、平成23・
24年度の登録をされている方は、今回申請する必要
がありません。

６、提出場所及び問い合わせ先
　午前9時から午後5時まで（但し、祝祭日、土・日曜
日は除く）

国保野上厚生総合病院事務局　庶務課
〒640-1141和歌山県海草郡紀美野町小畑198番地
℡073-489-2178（代）　 Fax　 073-489-5639
URL　http://www．nokami-hospital．jp/

平成24・25年度　入札参加資格
の申請等について
　紀美野町が発注する建設工事、測量・建設コンサルタン
ト等、物品及び役務提供の平成24・25年度分の入札に参
加される方は、入札参加資格審査申請書を提出していただ
く必要があります。詳細については、町ホームページに掲
載しておりますのでご覧ください。また、提出様式は企画
管財課でも配布していますので必要な方はお越しください。
１．提出先
　　紀美野町役場　企画管財課　℡ 073-489-5913 
２．申請書宛名	 紀美野町長
３．受付期間	
　　平成24年1月4日〜平成24年2月29日 
　但し、土曜日・日曜日及び祝日・休業日は除く。午前
8時30分から午後5時までの間。但し、正午から午後
1時までは除く。

４．有効期間
　２年間（平成24年４月１日〜平成26年３月31日）
	 ※ただし、町内業者のみ中間審査申請時（平成25年
2月1日〜平成25年2月28日）に追加書類を提出し、
審査を受ける必要があります。

問い合わせ
紀美野町役場　企画管財課　℡ 073-489-5913 

紀美野町若もの定住促進補助金の
お知らせ
紀美野町では、若ものの定住促進と活力に満ちた魅力あ

るまちづくりを推進するため、町内に居住しようとする若
ものに対し、平成23年4月1日から平成24年3月31日ま
での間に自己の居住用に住宅を新築・購入又は増改築をす
る若ものを対象に定住促進補助金を交付します。
◆補助の対象者
次の条件のすべてを満たす人
≪住宅の新築又は購入の場合≫
○申請日において町内に定住の意志を持ち、新築又は購入
により住宅を取得した町内に住所を有する40歳未満の
方。

○申請者は、建物登記の権利部における所有権保存登録日
に40歳未満であること。ただし、婚姻している夫婦の
場合、そのいずれかが40歳未満であること。

○取得した住宅の所有者が申請者本人であること。ただし、
婚姻している夫婦の場合、そのいずれかであること。

○取得した住宅の世帯全員が町税（国民健康保険税を含
む。）及び町に納付すべき使用料等を完納していること。

≪住宅の増改築の場合≫
○申請日において町内に定住の意志を持ち居住しており、
住宅の増改築を行った40歳未満の方。

　ただし、婚姻している夫婦の場合、そのいずれかが40
歳未満であること。

○増改築の費用負担については、申請者本人であること。
ただし、婚姻している夫婦の場合、そのいずれかである
こと。

○増改築する住宅の世帯全員が町税（国民健康保険税を含
む。）及び町に納付すべき使用料等を完納していること。

◆補助金の内容
１．住宅の新築又は購入
　　１件につき40万円（移住者は1件につき50万円）　
２．住宅の増改築
　　1件につき40万円（移住者は1件につき50万円）
※移住者とは、平成22年4月1日以降に町内に転入して
きた方。

【申請書の受付窓口及び問い合わせ】
紀美野町役場 本庁2階 企画管財課　℡ 073-489-5913
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ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

教育委員会
　生涯学習課
　　TEL 489-5915
　学事・生涯学習室
　　TEL 495-9055

文化センター
　　TEL 495-9055

中央公民館
　　TEL 489-5915

小川地区公民館
　　TEL 489-4511

志賀野地区公民館
　　TEL 489-5145

セミナーハウス未来塾
　　TEL 498-0521

自然体験世代交流センター
　　TEL 495-3127

みさと天文台
　　TEL 498-0305

スポーツ公園管理棟
　　TEL 489-5368

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

生
涯
学
習
情
報

１
月
28
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
９
時

■
展
示　

ソ
ー
プ
カ
ー
ビ
ン
グ
、
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
フ
ラ
ワ
ー
、
花
つ
く

り
、
書
、
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ

ー
、
パ
ソ
コ
ン
、
地
域
の
子
ど

も
の
作
品
、
地
域
サ
ロ
ン
の
作

品
・
一
般
作
品　

他

■
講
演
会　

午
後
１
時
～
２
時

「
マ
ジ
ッ
ク
と
人
生
」

　
　
　
　
　

講
師
：
南
嘉
代
子

■
芸
能　

午
後
２
時
～

　

カ
ラ
オ
ケ
他（
と
び
入
り
大
歓
迎
）

■
茶
席　

午
後
１
時
30
分
～

１
月
29
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

＊
ご
来
館
の
方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

パ
ソ
コ
ン
サ
ー
ク
ル
か
ら
カ
レ

ン
ダ
ー
、
ビ
ー
ズ
手
芸
サ
ー
ク

ル
か
ら
手
編
み
エ
コ
た
わ
し
を

差
し
上
げ
ま
す
。（
数
に
限
り

あ
り
ま
す
）

＊
一
般
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　
（
１
月
20
日
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。）

■
問
い
合
わ
せ　
志
賀
野
地
区
公
民
館

保
健
福
祉
課
が
町
内
39
個
所
で

開
催
し
て
い
る
地
域
サ
ロ
ン
に
、

天
文
台
が
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
。

５
月
21
日
に
紀
美
野
町
で
見
ら

れ
る
珍
し
い
日
食
の
お
話
と
安
全

に
見
る
た
め
の
日
食
メ
ガ
ネ
作
り

を
行
い
ま
す
。

■
１
月
の
予
定

12
日
（
木
）
い
ち
ば
サ
ロ
ン

23
日
（
月
）
も
み
じ
会

26
日
（
木
）
シ
ク
ラ
メ
ン
の
会

　

他
の
会
場
は
随
時
調
整
中
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
み
さ
と
天
文
台
も
し
く

は
保
健
福
祉
課
（
℡
４
８
９
‐
９
９
６
０
）

■
日
時　

１
月
９
日
（
月
・
祝
） 

午
後
２
時
～
３
時
30
分

■
場
所　

み
さ
と
天
文
台

■
お
話　

小
澤
友
彦
（
研
究
員
）

■
備
考　

申
込
不
要
・
参
加
無
料

す
ば
る
望
遠
鏡
や
ハ
ワ
イ
マ
ウ

ナ
ケ
ア
山
の
様
子
、
ま
た
事
務
所

が
あ
る
ハ
ワ
イ
島
ヒ
ロ
市
で
の
過

ご
し
方
な
ど
に
つ
い
て
ご
紹
介
し 

ま
す
。

志
賀
野
地
区
公
民
館
作
品
展
示
会

天
文
教
室
「
す
ば
る
望
遠
鏡

へ
行
っ
て
き
ま
し
た
♪
」 

地
域
サ
ロ
ン
で
日
食
の
お
話

〜  
明
日
を
信
じ
て  

〜
教
育
長　

橋
戸
常
年

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

「
今
年
も
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
に
」
と
願
う
の
が
い
つ
も
の
年
頭

で
す
が
、
今
年
は
そ
の
想
い
を
よ
り

強
く
し
て
い
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
私
は
平
穏
に
新

年
を
迎
え
ま
し
た
。
皆
様
に
支
え
て

い
た
だ
い
た
昨
年
を
振
り
返
り
、
改

め
て
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
紀
美
野
町
の
人
々
の
心
の
温
か

さ
と
歴
史
・
文
化
の
深
さ
や
豊
か
さ

と
と
も
に
、
こ
の
地
に
生
き
て
い
る

誇
り
と
幸
せ
、
責
任
感
を
気
付
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
未
来
あ
る
子
ど
も
た

ち
に
よ
り
良
い
社
会
を
遺
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
お
か
げ
さ
ま
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
、
皆
様
と
一
緒
に
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
指
導
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
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【
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
】

■
中
央
公
民
館

11
日　
お
正
月
あ
そ
び
を
し
よ
う

18
日　

お
は
な
し
会

25
日　

交
流
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

（
お
や
つ
作
り
）

　
　
　

参
加
：
地
域
サ
ロ
ン

　
　
　
　
（
シ
ク
ラ
メ
ン
の
会
）

■
文
化
セ
ン
タ
ー

11
日　

お
は
な
し
会

18
日　
お
正
月
あ
そ
び
を
し
よ
う

25
日　
「
わ
た
し
は
だ
れ
で

し
ょ
う
」
ゲ
ー
ム

干
し
柿
つ
く
り
を
し
ま
し
た
。

お
い
し
く
で
き
る
か
な
？

じ
ど
う
か
ん
お
正
月
の
つ
ど
い

～
カ
プ
ラ
で
あ
そ
ぼ
う
～

■
日
時　

１
月
14
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

■
持
ち
物　

す
い
と
う

＊
お
や
つ（
ぜ
ん
ざ
い
）あ
り
ま
す
。

＊
当
日
受
付
・
無
料

■
問
い
合
わ
せ　
青
少
年
セ
ン
タ
ー

（
℡
４
８
９
‐
５
９
０
９
）

ん
・
も
り
た
に
ひ
と
み

【
野
上
第
二
保
育
所
】

な
か
い
な
な
み
・
た
ぶ
ち
あ
や
の
・

て
ら
も
と
こ
う
き

【
神
野
保
育
所
】

さ
か
あ
か
り
・
な
か
ま
え
よ
し
き

・
あ
ず
ま
え
り
か
・
お
り
く
ち
こ

た
ろ
う

【
野
上
小
学
校
】

藤
井
聖
矢
・
兼
本
篤
史
・
中
西
祥

太
郎
・
大
竹
優
星
・
中
村
仁
・
西

川
椋
・
大
藪
瑞
季
・
西
浦
龍
聖
・

上
田
麻
央
・
中
西
楓
香
・
北
田
佳

緒
里

【
小
川
小
学
校
】

西
隂
地
輝
幸
・
家
本
康
正
・
横
谷

甲
朱
・
大
宅
望
愛
・
日
裏
雅
貴

【
下
神
野
小
学
校
】

じ
ょ
う
の
こ
う
え
い
・
長
野
花
音

・
松
本
紗
也
加
・
新
家
わ
か
ば
・

森
下
真
悠
子
・
岸
本
和
佳

【
毛
原
小
学
校
】

吉
田
開
音
・
田
村
雅
・
岡
本
佳
歩
・

吉
村
耀
璃

【
野
上
中
学
校
】

赤
阪
典
音
・
松
場
裕
紀
・
大
西
彩

月
・
西
田
萌
香
・
原
絵
里
香
・
池

原
悠
葵
・
浦
島
壮
一
郎
・
應
地
峯

広
斗
・
杉
岡
直
貴
・
岩
橋
唯
・
栗

林
美
樹
・
坂
本
珠
実
・
髙
木
彩
雪

莉
・
中
西
夏
巳
・
松
尾
奈
栄
・
安

田
悠
莉

【
美
里
中
学
校
】

西
田
な
ぎ
さ
・
辻
中
佐
礼
・
温
井

麻
琴

【
長
谷
毛
原
中
学
校
】

平
井
有
生
穂
・
井
本
有
耶
・
前
窪

享

児
童
絵
画
展
示

　
　
　
　

見
に
き
て
ね

■
展
示
期
間　

２
月
末
ま
で

■
展
示
場
所　

中
央
公
民
館
・
役

場
本
庁
・
美
里
支
所
・
文
化
セ

ン
タ
ー

【
野
上
第
一
保
育
所
】

い
ざ
わ
さ
と
は
・
さ
か
ぐ
ち
す
ず

な
・
し
ず
か
わ
ひ
ゅ
う
が
・
な
か

ま
え
し
ょ
う
む
・
ひ
が
し
だ
し
ゅ

紀
美
野
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン

大
会
開
催

12
月
18
日
（
日
）、
ふ
れ
あ
い

公
園
に
て
第
６
回
紀
美
野
ふ
れ
あ

い
マ
ラ
ソ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。

１
３
０
０
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
師

走
の
紀
美
野
路
を
激
走
し
ま
し

た
。
こ
の
大
会
を
支
え
る
た
め
ご

協
力
い
た
だ
い
た
、
た
く
さ
ん
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

図
書
室
だ
よ
り

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～

【
二
百
冊
】

大
竹　

莉
愛
（
野
小
２
年
）

【
三
百
冊
】

東　

若
葉
（
野
小
２
年
）

【
千
二
百
冊
】

東　

響
樹
（
野
小
５
年
）

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
銀
色
の
絆
」　

雫
井
脩
介
・
著

「
と
っ
ぴ
ん
し
ゃ
ん
」

　
　
　
　
　
　
　

山
本
一
力
・
著

「
の
び
太
が
教
え
て
く
れ
た
こ

と
・
ダ
メ
ダ
メ
で
も
夢
が
叶
う
」

　
　
　
　
　
　
　

横
山
泰
行
・
著

「
か
ら
だ
に
や
さ
し
く
効
く
お
ク

ス
リ
お
や
つ
」　

荻
田
尚
子
・
著

「
す
ぐ
に
編
め
る
！
暖
房
い
ら
ず

の
あ
っ
た
か
エ
コ
小
物
」

　
　
　
　
　
　

寺
西
恵
理
子
・
著

「
名
探
偵
コ
ナ
ン
推
理
フ
ァ
イ
ル

世
界
遺
産
の
謎
」
青
山
剛
昌
・
著

「
じ
ゅ
う
に
し
の
お
は
な
し
め
い

ろ
」　
　
　
　
　

奥
野
涼
子
・
著

「
イ
ン
ド
大
帝
国
の
冒
険
（
マ
ジ

ッ
ク
＋
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
）」メ
ア
リ

ー
・
ポ
ー
プ
・
オ
ズ
ボ
ー
ン
・
著

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
舟
を
編
む
」
三
浦
し
を
ん
・
著

「
黄
金
の
太
刀
」
山
本
兼
一
・
著

「
古
手
屋
喜
十
為
事
覚
え
」

　
　
　
　
　
　

宇
江
佐
真
理
・
著

「
宇
宙
飛
行
」　

若
田
光
一
・
著

「
塩
麹
と
発
酵
食
の
レ
シ
ピ
」

　
　
　
　
　
　
　

白
澤
卓
二
・
著

「
干
し
野
菜
を
は
じ
め
よ
う
」

　
　
　
　
　
　
　

廣
田
有
希
・
著

「
14
歳
か
ら
の
原
発
問
題
」

　
　
　
　
　
　
　

雨
宮
処
凛
・
著

「
お
ど
る
カ
ツ
オ
ブ
シ
」

　
　
　
　
　
　
　

竹
内
通
雅
・
著

「
か
し
の
き
ホ
テ
ル
」

　
　
　
　
　
　
　

駒
宮
録
郎
・
著

「
空
の
絵
本
」　

荒
井
良
二
・
著

!!

!!
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わ
が
町
サ
ー
ク
ル
（
き
み
の
児
童
合
唱
団
）

１
年
に
１
回
の
合
同
演
奏
会
、

い
つ
も
よ
り
緊
張
し
ま
し
た
。

リ
ハ
ー
サ
ル
の
時
間
に
な
っ
た

の
で
ホ
ー
ル
に
行
く
と
、
海
南

児
童
合
唱
団
が
先
に
歌
っ
て
い

ま
し
た
。
大
き
な
声
で
ハ
ッ
キ

リ
と
し
て
い
た
の
で
す
ご
く
よ

か
っ
た
で
す
。
自
分
と
い
っ
た

ら
正
反
対
。声
が
小
さ
く
て
ハ
ッ

キ
リ
歌
え
な
く
て
本
番
で
歌
え

る
か
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、

自
分
な
り
に
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

ち
が
う
合
唱
団
は
人
数
も
多
く

て
感
動
し
ま
し
た
。
ま
た
来
年

も
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

（
掛
玲
奈
）

私
た
ち
女
の
子
10
人
の
サ
ー

ク
ル
で
す
。
男
の
子
も
女
の
子

も
（
保
育
所
年
長
～
６
年
生
ま

で
）
み
ん
な
入
っ
て
く
れ
る
と
う

れ
し
い
な
。
ぜ
ひ
見
に
き
て
ね
。

紀
美
野
町『
お
別
れ
』少
年

野
球
大
会
結
果

11
月
26
日（
土
）、ス
ポ
ー
ツ
公

園
運
動
グ
ラ
ン
ド
に
て
、
平
成
23

年
度
紀
美
野
町
『
お
別
れ
』
少
年

野
球
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

６
年
生
の
活
躍
が
目
立
っ
た
大

会
と
な
り
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
Ａ
級
》

【
優　

勝
】
野
上
少
年
野
球

【
準
優
勝
】
中
野
上
少
年
野
球

《
Ｃ
級
》

【
優　

勝
】
野
上
少
年
野
球

紀
美
野
町
招
待
『
お
別
れ
』

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
結
果

11
月
27
日（
日
）、農
村
総
合
セ

ン
タ
ー
に
て
、『
お
別
れ
』バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
大
会
に
海
南
市
か
ら
６
チ

ー
ム
が
招
待
さ
れ
、
野
上
少
女
バ

レ
ー
と
美
里
少
女
バ
レ
ー
を
加
え

た
全
８
チ
ー
ム
に
よ
り
大
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
》

【
優　

勝
】
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｓ

【
準
優
勝
】
紀
の
国
Ｖ
Ｂ
Ｃ

《
チ
ャ
レ
ン
ジ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
》

【
優　

勝
】
亀
川
少
女
バ
レ
ー

【
準
優
勝
】
北
野
上
少
女
バ
レ
ー

第　

回
Ｗ
Ｇ
Ｇ
Ａ
会
長
杯
争

奪
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
大
会
結
果

11
月
23
日（
水
・
祝
）、農
村
総

合
セ
ン
タ
ー
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
場
に

て
、
第
16
回
Ｗ
Ｇ
Ｇ
Ａ
会
長
杯
争

奪
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
か

れ
、
１
６
０
名
の
参
加
者
に
よ
り

９
ホ
ー
ル
で
ス
コ
ア
を
競
い
合
い

ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
【
男
性
の
部
】

　

１
位　

東　
　

宏
（
鎌
滝
）
43

　

２
位　

仲
尾
元
雄
（
小
畑
）
43

　

３
位　

吉
田
頴
弘
（
毛
原
中
）
46

【
女
性
の
部
】

　

１
位　

中　

時
子
（
永
谷
）
48

　

２
位　

弓
庭
美
鶴
（
毛
原
宮
）
49

　

３
位　

上
野
恵
子
（
海
南
市
）
51

16

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

　
　
　
　
　
そ
の
六
十
八

　
元
町
誌
編
纂
室
　

　
　
　
　
　
　
　
森
本
麻
衣
子

美
里
町
誌
の
編
纂
が
ほ
ぼ
終
わ

り
ま
し
た
。
史
料
編
Ⅱ
が
み
な
さ

ん
の
お
目
に
か
か
る
の
は
桜
の
季

節
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の

場
を
借
り
て
、
町
誌
に
は
載
せ
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
「
美
里
町

の
歴
史
と
文
化
」
に
つ
い
て
記
し

て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
昨
年
か
ら
県
内
で
仏
像
の
盗

難
が
あ
い
つ
ぎ
、
当
町
で
も
被
害

が
あ
り
ま
し
た
。
警
察
の
捜
査
が

実
を
結
び
、
犯
人
が
逮
捕
さ
れ
た

こ
と
は
報
道
の
と
お
り
で
す
が
、

こ
こ
で
は
報
道
さ
れ
な
か
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
焦
点
を
あ
て
た
い
の

で
す
。
そ
の
後
、
仏
さ
ま
は
ど
う

な
っ
た
の
か
。

被
害
届
を
出
す
と
き
に
困
る
の

が
、
証
拠
と
な
る
資
料
が
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
旧
美

里
町
域
で
は
、
盗
ま
れ
た
す
べ
て

の
仏
さ
ま
の
写
真
、
大
き
さ
や
特

徴
ま
で
事
細
か
に
書
か
れ
た
記
録

が
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
記
録
は
、
昭
和
四
〇
年
代

後
半
に
旧
美
里
町
教
育
委
員
会
が

町
内
の
文
化
財
調
査
を
行
っ
た

際
、
松
本
啓
吾
氏
が
ま
と
め
た
も

の
で
す
。
そ
の
資
料
が
証
拠
と
な

り
、
一
体
の
仏
さ
ま
は
も
と
の
場

所
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

仏
さ
ま
が
み
つ
か
っ
た
こ
と
を
知

ら
せ
て
く
れ
た
地
区
の
方
の
う
れ

し
そ
う
な
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

仏
像
は
美
術
品
で
あ
り
、
信
仰

の
対
象
、
そ
し
て
村
の
歴
史
を
伝

え
る
伝
承
者
だ
と
思
い
ま
す
。
松

本
さ
ん
が
守
っ
た
の
は
、
モ
ノ
と

し
て
の
仏
像
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
仏
さ
ま
を
大
事
に
守
っ
て
き

た
村
の
人
々
の
心
、
そ
し
て
そ
れ

ら
の
人
々
が
精
一
杯
生
き
て
き
た

歴
史
も
守
っ
た
の
だ
と
、
そ
の
地

区
住
民
の
笑
顔
を
見
な
が
ら
思
い

ま
し
た
。

美
里
町
誌
に
も
仏
像
に
関
す
る

資
料
を
掲
載
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
し
た
が
、
公
開
後
じ
ゅ
う
ぶ
ん

な
防
犯
対
策
が
と
れ
な
い
か
も
し

れ
な
い
と
考
え
、
掲
載
を
見
送
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
松
本
さ
ん
は

そ
の
後
も
現
況
調
査
を
つ
づ
け
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果
を
あ
わ
せ
た

文
化
財
の
記
録
は
町
誌
編
纂
室
で

整
理
し
て
お
り
、
残
り
数
ヵ
所
の

調
査
が
終
わ
り
次
第
、
教
育
委
員

会
で
整
理
し
、
保
存
す
る
と
い
う

こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

■活動日時：毎週土曜日　午前 9 時～ 11 時
■場　　所：中央公民館（視聴覚室）
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  天文台だより
　まもなく金環日食２０１２（その３）
　「終戦直後の日食の思いで」
	 佐藤文隆（京都大学名誉教授）

敗戦後まだ３年弱の1948年5月9日に北海道の礼
文島で金環日食が見られた。当時は進駐軍がまだ日
本を占領している時代だった。
東北山形の一寒村の小学５年生であった私は当時
の様子をよく憶えている。どの程度の部分日食を見
たのかは記憶してないが、お祭り前の非日常的なざ
わめきは相当なものであった。日ごろの太陽と違っ
て日食時には太陽が危険な光線を出すのだという恐
怖感を子ども同士で語り合っていたような気がする。
ガラスにロウソクで煤をつけてそれで太陽を見ない
と「目がつぶれる」という恐怖感が記憶をより強く
したのだろうと思う。
以前、『いまの学童は天動説？』という調査結果
が話題になったことがある。確かに、他の理科と
違って、天体現象では条件をあれこれ変えて実験を
やれないので、「実験を繰り返して納得」といかな
い。日食は地動説
を実感できるまた
とない大実験であ
る。

  学校だより
　学校も元気！地域も元気！をめざして
	 紀美野町立野上小学校

「糸をこういう風にしてごらん。」「わぁ、通っ
た～！」家庭科のミシン実習での風景です。あちら
こちらから、ボランティアさんと子どもたちの声が
聞こえてきます。　
「地域の子どもは地域で育てよう！」を合言葉に、
様々な立場の大人が子どもたちの豊かな育ちを支え、
同時に大人同士のつながりを深くすることで地域を
元気にしよう、という「地域共育コミュニティ」の
取り組みが紀美野町で始まり、はや４年目となりま
した。
本校でも、「おはよう！」と声かけをしながらの
交通指導、図書の本の整理、町たんけんや工場見
学の引率、ミシン実習や料理・米づくりなどの指
導・・と、多くの方々が子どもたちに関わってく
ださっています。また校内の「ギャラリー」では、
パッチワークやちぎり絵、写真、短歌など保護者や
地域の方々の作品を展示しており、今は生け花・ミ
ニチュアドールハウス・海南高校大成校舎の生徒の
作品が、皆を楽しませてくれています。
育友会活動の中にも「共育」が生きています。恒
例行事「サマーフェスタ」では野上中学校吹奏楽部
の演奏があり、今年度は保育所や他の学校にも参加
を呼びかけました。　
２月９日には、
「教育・共育・
協育～みんなで
育てる野上の宝
～」をテーマに
井戸端トークを
開催します。皆
さま、どうぞお
出でください。

歌
　
の
　
小
　
道

白
菜
を
積
ん
で
重
た
き
手
漕
ぎ
舟
　
　
　
　
　
　
　
　
湯
上
ひ
と
み

大
和
路
の
程
よ
き
日
差
し
神
無
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
山
愛
子

八
十
路
に
て
商
ひ
上
手
冬
帽
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
間
文
鳥

鶏
た
ち
の
は
や
戻
り
き
て
日ひ

い
み
じ
か短

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
野
昭
子

蓮
枯
れ
て
戒
壇
跡
に
日
の
光
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
井
ト
シ
子

子
と
孫
の
帰
る
便
り
や
障
子
貼
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弓
庭
武
彦

冬
麗
や
仏
と
神
の
住
ま
ふ
庭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浦
貴
子

大
和
路
や
土
産
売
り
つ
つ
小
豆
打
つ
　
　
　
　
　
　
　
馬
谷
富
貴
子

立
ち
食
ひ
の
う
ど
ん
す
す
り
て
冬
帽
子
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
哲
夫

冬
帽
子
上
着
一
枚
分
の
暖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
浜
充

星
空
は
少
し
霞
み
て
「
あ
い
た
い
よ
」

　
　
　
　
　
演
歌
を
小
声
で
歌
い
て
い
た
り
　
　
　
　
竹
本
セ
ツ
子

封
書
で
の
友
の
便
り
は
こ
ん
な
に
も

　
　
　
　
　
心
満
た
さ
る
手
書
き
が
う
れ
し
　
　
　
　
　
段
木
幸
代

髭
を
き
し
青
年
の
瞳
の
ま
ろ
き
か
な

　
　
　
　
　
米
抱
へ
来
て
言
ふ
「
爺
ち
ゃ
ん
元
気
か
い
」
山
本
綾
子

三
年
前
つ
ば
め
の
数
の
い
と
へ
り
し
も

　
　
　
　
　
今
年
の
つ
ば
め
電
線
の
つ
ば
め
　
　
　
　
　
吉
村
紀
子

わ
が
里
の
紀
美
野
の
山
も
秋
深
く

　
　
　
　
　
や
お
ら
風
に
も
冷
気
や
ど
り
来く

　
　
　
　
　
椎
山
初
子

彼
岸
花
赤
く
咲
く
季と

き

刀
根
柿
も

　
　
　
　
　
日
毎
大
き
く
色
づ
き
始
む
　
　
　
　
　
　
　
横
出
圭
子

亡
父
に
似
し
五
百
羅
漢
の
一
つ
面

　
　
　
　
　
振
り
か
え
り
見
る
去
り
難
き
か
な
　
　
　
梶
谷
美
瑳
子

七
十
路
を
す
ぎ
て
仂
く
身
体
あ
り

　
　
　
　
　
こ
の
喜
び
に
疲
れ
を
包
む
　
　
　
　
　
　
西
佐
古
祐
子

礼文島に立っている金
環日食観測記念碑（右）
と1948年に紀美野町
で見えた部分日食の形

（左下）
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「
消
火
栓
」
や
「
防
火
水
槽
」

の
付
近
は
駐
車
禁
止
で
す
。

皆
さ
ん
は
、「
消
火
栓
」
や
「
防

火
水
槽
」
を
ご
存
知
で
す
か
？
こ

れ
ら
は
、
消
火
活
動
に
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
施
設
で
、
火
災
発

生
時
に
消
火
に
必
要
な
水
を
消
防

隊
に
供
給
す
る
も
の
で
す
。「
消

火
栓
」
や
「
防
火
水
槽
」
は
道
路

脇
や
歩
道
上
な
ど
に
設
置
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
位
置
を
示
す
た
め
に

標
識
を
掲
げ
て
い
る
も
の
、
路
上

や
蓋
に
マ
ー
キ
ン
グ
し
て
い
る
も

の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
消
防
水
利
等
の
周
辺

は
、
道
路
交
通
法
で
駐
車
が
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
消
防
隊

は
定
期
的
に
調
査
や
点
検
・
整
備

を
行
い
、
い
つ
ど
こ
で
火
災
が
発

生
し
て
も
、
直
ち
に
消
火
活
動
が

行
え
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す

が
、
火
災
発
生
時
に
「
消
火
栓
」

や
「
防
火
水
槽
」
付
近
へ
の
違
法

な
駐
車
車
両
が
障
害
と
な
り
、
消

火
活
動
を
妨
げ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
。
違
法
な
駐
車
は
、
一
刻
を

争
う
消
火
活
動
の
障
害
に
な
り
ま

す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
駐
車
禁
止
場
所

・
消
火
栓
か
ら
５
メ
ー
ト
ル
以

内
の
部
分

・
防
火
水
槽
の
吸
水
口
も
し
く

は
、
吸
管
投
入
口
か
ら
５
メ

ー
ト
ル
以
内
の
部
分

・
防
火
水
槽
の
側
端
又
は
、
こ

れ
ら
の
道
路
に
接
す
る
入
口

か
ら
５
メ
ー
ト
ル
以
内
の
部

分
・
指
定
消
防
水
利
（
プ
ー
ル
、

池
、
井
戸
、
河
川
等
）
の
標

識
が
設
置
さ
れ
て
い
る
位
置

か
ら
５
メ
ー
ト
ル
以
内
の
部

分

そ
の
他

・
消
防
用
機
械
器
具
の
置
き
場

（
消
防
車
等
の
車
庫
や
ホ
ー

ス
格
納
庫
等
）
の
側
端
や
こ

れ
ら
の
道
路
に
接
す
る
出
入

口
か
ら
５
メ
ー
ト
ル
以
内
の

部
分

・
駐
車
車
両
の
右
側
の
道
路
上

に
３
．
５
メ
ー
ト
ル
以
上
の

余
地
が
な
い
場
合

平
成
７
年
１
月
17
日
５
時
46
分

に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災

に
於
い
て
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
１

月
17
日
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
日
」、
１
月
15
日
～
21
日
ま
で

の
間
が
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

週
間
」
と
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
24
年
１
月
26
日
、
世
界
的

至
宝
で
１
３
０
０
年
の
歴
史
を
持

つ
日
本
最
古
の
壁
画
が
描
か
れ
た

法
隆
寺
金
堂
が
焼
損
し
ま
し
た
。

そ
の
後
も
文
化
財
の
焼
損
が
相
次

い
だ
こ
と
か
ら
、
文
化
財
を
火
災

等
の
災
害
か
ら
保
護
す
る
と
と
も

に
、
文
化
財
愛
護
の
普
及
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
文
化
財

防
火
デ
ー
」と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

尊
い
命
を
救
う
た
め
に
は
、
バ

イ
ス
タ
ン
ダ
ー
（
傷
病
者
の
そ
ば

に
居
合
わ
せ
た
人
）
に
よ
る
応
急

手
当
が
極
め
て
重
要
で
す
。
も
し

も
の
時
の
為
に
、
あ
な
た
も
受
講

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

尚
、
現
在
修
了
証
を
お
持
ち
の

方
で
前
回
受
講
し
て
か
ら
今
年
中

に
２
年
を
迎
え
る
方
は
、
再
講
習

を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

講
習
内
容

⑴　

心
肺
蘇
生
法
の
習
得

⑵　

大
出
血
時
の
止
血
法
の
習

　
　

得

⑶　

そ
の
他
応
急
手
当
に
関
す

　
　

る
こ
と

講
習
時
間

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
の
３

時
間
講
習
で
す
。

講
習
場
所　

紀
美
野
町
消
防
本
部

受
講
料　
　

無　

料

申
し
込
み
期
限

　

受
講
し
よ
う
と
す
る
月
の
前
月

の
20
日
ま
で

申
し
込
み(

問
い
合
わ
せ)

先

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警
防
課
ま
で

（
℡
４
８
９
ー
６
３
０
２
）

そ
の
他

・
定
員
の
都
合
上
、
日
を
改
め
て

実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
職
場
、
学
校
、
自
治
会
等
団
体

で
の
申
し
込
み
は
、
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

紀美野町消防訓練初め式
日時：平成 24 年１月８日（日）午前９時～
場所：紀美野町農村総合センター（野中）

◎紀美野町農村総合センターにおいて、消防職員及び消防団長
以下全団員が勢揃いして式典が開催され、その後、農村総合
センター下の河原で放水訓練（雨天中止）が行われます。

◎午前７時にサイレン吹鳴（１分間）をいたしますので、火災
等とお間違えのないようにお願いします。

番
９
１
１
は
助
救
・
急
救
・
災
火

「
消
し
た
は
ず　

決
め
つ
け
な
い
で　

も
う
一
度
」

11月の消防の動き
●火災発生件数…0件
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 29（　） （　）

　（　）

29（　）
一 般 負 傷 （　）
交 通 事 故 ３（　）

７（　） ７（　）
３（　）

７（１） ７（１）
　（　）

そ の 他 （　）
合 計 46（１） 46（１）
※（　）内については、ドクターヘリ搬送

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・
再
講
習

は
平
成
24
年
２
月
５
日（
日
）で
す
。

１
月
17
日
は
「
防
災
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」
で
す
。

１
月
26
日
は
「
文
化

財
防
火
デ
ー
」
で
す
。



2012. １17

紀美野町には昔から季節ごとの伝承料理が数多くありま
すが、近年ではそういう数々の伝えられてきた料理を子供
達が知らないという現状になってきています。昔から伝え
られてきた料理には物語があり、そして手作りしてくれた
親の顔を自然と思い出してほんのりと懐かしく感じられる
ものです。最近は便利な食べ物が増え、働いているお母さ
んも多く、忙しさのあまりインスタント等を利用する機会
が多くなってきているのではないでしょうか。一年の始ま
りとなるお正月、年の始めに伝統の行事食である「お雑
煮」を食べ、親から子へ、子から孫へと古くから受け継が
れてきた思いも大切にしていきたいものです。

雑煮の作り方
（材料）4人分

丸餅　　　　　　４個
里芋（小）　　　４個
金時にんじん　　1/2本
ごぼう　　　　　10㎝
かまぼこ　　　　薄切り８枚
白味噌　　　　　大さじ４
だし汁　　　　　４カップ

（作り方）
1、ごぼうを下処理する。

①泥つきのごぼうは流水をあてながら、タワシでこす
って泥を洗い落とす。

②包丁の背で皮を薄くそぎ落とす。
③料理に合わせ適当な大きさに切る。
④水３カップに酢大さじ２を加え、切ったごぼうを２

分間浸しアク抜きをする。
2、食べやすい大きさに切ったにんじんと、（１）で下

処理したごぼう、皮を剝いた里芋はそれぞれ硬めに
茹でておく。

3、（２）とだし汁を鍋に入れ、野菜が軟らかくなるま
で煮る。

4、（３）に餅を入れ軟らかくなったらかまぼこを入れ
て、白味噌を溶き入れる。

※仕上げに三つ葉や、ゆずの皮をあしらうと彩りがきれ
いです。

だし汁の作り方
 

（材料）
昆布10㎝　　かつお節 15～20ｇ　水 1200cc

（作り方）
鍋に水と昆布を入れ中火にかけ、煮立ってきたらかつ

お節を加え、軽く沸騰させたら火を止め、鍋のかつお節
が沈むまで待ち、キッチンペーパーか布巾で濾します。

この分量で900cc～1000ccのだし汁ができます。

新しい年を迎え、気持ちを新たにし、「今年はこんなこ
とをやってみよう」とか何か自分の生活に一つでも良いか
ら目標をたて、しっかり前向きに生きてほしいと願ってい
ます。

産業課より

活
い

き生
い

きレシピコーナー（第19回）

日   時 イ ベ ン ト 名 開 催 場 所 問い合わせ （073）

3日（火） 9:00 ～ ふれあい公園パークゴルフ場臨時営業 ふれあい公園パークゴルフ場 ふれあい公園 489-5300
4日（水） 　 　 役場仕事始め
8日（日） 9:00 ～ 消防訓練初め式 農村総合センター 消防本部庶務課 489-6301

〃 13:30 ～ 成人式 中央公民館 総務学事課 489-5910
9日（月・祝）14:00 〜 天文教室 みさと天文台 みさと天文台 498-0305

10日（火） 移動町長室【２４日(火)】 美里支所 総務課 489-5912
住民室 495-3471

11日（水）11:00 ～ 犬ねこの譲渡講習会【１５日(日)・２９日(日)】県動物愛護センター 県動物愛護センター 489-6500
14日（土）13:30 ～ じどうかんお正月のつどい 中央公民館 青少年センター 489-5909
18日（水）13:00 ～ 行政相談【～１５: ００】 中央公民館 総務課 489-5912

美里支所 住民室 495-3471
28日（土） 9:30 ～ 志賀野地区公民館作品展示会【～ 21:00】 志賀野地区公民館 志賀野地区公民館 489-5145
29日（日） 9:30 ～ 志賀野地区公民館作品展示会【～ 16:00】 志賀野地区公民館 志賀野地区公民館 489-5145

１月

編 集 後 記
新年明けましておめでとうございます。
皆様方には、新春をお健やかにお迎えのことと存じます。
今年は辰年。十二支の内で唯一想像上の動物ですが、
天に登れる動物でもあります。
　２０１２年が皆様方にとって良い年、飛躍の年になり
ますよう心からお祈り申し上げます。
これからも読みやすく親しまれる広報紙づくりに取り
組んでいきたいと思いますので、本年もどうぞよろしく
お願いします。

紀美野町の人口

（平成23年11月末現在）

紀美野町面積128.31km2

総人口………… 10,575人
 …………　男　 4,924人
 …………　女　 5,651人
 …………数帯世 4,615世帯
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15人の方々に実行委員会会長賞などが贈られました。

農
林
商
工
ま
つ
り
（
柿
の
市
）

が
11
月
27
日
（
日
）、
文
化
セ
ン

タ
ー
（
木
の
温
も
り
広
場
）
で
、

多
く
の
方
々
の
ご
支
援
と
ご
協
力

に
よ
り
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。開

会
式
で
は
、
農
産
物
品
評
会

で
丹
精
込
め
て
作
ら
れ
た
総
数

２
２
８
点
の
出
展
物
の
中
か
ら
選

ば
れ
た
15
名
の
方
々
に
、
実
行
委

員
会
会
長
賞
ほ
か
各
賞
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

会
場
内
に
は
農
産
物
や
地
場
産

品
な
ど
の
即
売
の
ほ
か
、
し
め
縄

作
り
・
つ
る
し
柿
の
体
験
な
ど
多

く
の
コ
ー
ナ
ー
が
催
さ
れ
、
大
変

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

ス
テ
ー
ジ
で
は
柿
種
飛
ば
し
・
柿

皮
む
き
大
会
の
ほ
か
、
太
鼓
演
奏

「
鼓
響
」や
よ
さ
こ
い
踊
り「
紀
道
」

も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

訪
れ
た
人
た
ち
は
、
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
た
り
、
農
産
物
な
ど
を

買
い
求
め
た
り
し
て
、
秋
の
一

日
を
満
喫
し
て
い

ま
し
た
。
最
後
に
、

餅
投
げ
が
あ
り
盛

会
の
う
ち
に
終
了

し
ま
し
た
。

農
産
物
な
ど
を
買
い
求
め
る
人
た
ち
で
に

ぎ
わ
う
会
場
内

親
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
（
し
め
縄
作
り
コ
ー

ナ
ー
）

賞 名 受 賞 者 名(敬 称 略) 出 品 名 住 所

実行委員会会長賞 山 下 和 代 か　　 き 釜 滝

実行委員会会長賞 大　上　みつよ 白 ね ぎ 下佐々

町 長 賞 正　殿　まさ代 ヤ ー コ ン 小 西

町 長 賞 薮 阪 勝 宥 白　　 菜 長 谷

議 長 賞 山 本 真 秀 大　　 根 下佐々

議 長 賞 池　尻　貴志子 ひのひかり 長 谷

海草振興局長賞 丈 六 安 次 早生みかん 動 木

ＪＡながみね賞 中 西 一 好 ブロッコリー 下佐々

ＪＡながみね賞 吉 見 隆 收 ゆ ず 下佐々

商 工 会 会 長 賞 野 添 要 子 か　　 ぶ 下佐々

商 工 会 会 長 賞 栗 林 正 和 レ モ ン 長 谷

森 林 組 合 長 賞 若　林　美喜子 小 豆 動 木

NOSAI組合長賞 西 原　　 貢 み か ん 柴 目

農業委員会会長賞 谷 本 義 夫 小 芋 下佐々

珍 品 賞 竹 宮 厚 子 レ ン コ ン 神野市場

農
林
商
工
ま
つ
り（
柿
の
市
）開
か
れ
る

多
彩
な
催
し
で
に
ぎ
わ
う
!!

多
彩
な
催
し
で
に
ぎ
わ
う
!!

農
林
商
工
ま
つ
り（
柿
の
市
）開
か
れ
る

農業委員会では、毎年各農家の方々から提出された申請書に基づいて、農業委員会選挙人名簿を調製
しています。申請書が提出されないと投票もリコールの請求もできなくなりますので、登載資格のある
方は、平成24年１月10日（火）までに農業委員会（本庁産業課、美里支所産業・建設室）に提出して
ください。資格のない方の提出は不要です。申請書は、今月広報とともに各戸配布しております。

農家の方々へ  農業委員会委員選挙人名簿登載申請のお知らせ

１月１０日までの提出にご協力を！
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